
　有機農業法人の施設コマツナにおいて、土壌中可給
態窒素及び可給態リン酸と収量の関係を調査しました。
　その結果、収量が県標準を上回り生産が安定する
水準は、土壌中可給態窒素４㎎／ 100 ｇ乾土、可給
態リン酸 20㎎／ 100 ｇ乾土以上であることを明ら
かにしました。（図１）
　これらの結果、新たな有機栽培圃場の選定の指標
や、現在栽培中圃場の土壌改善目標として活用する
ことにより生産の安定が期待できます。

　同法人の施設コマツナにおいて、有機栽培年数が
４年、６年、11 年の圃場への積算施肥窒素量と土
壌中可給態窒素の関係を調査しました。
　その結果、積算施肥窒素量が多いと土壌中の可給
態窒素は高い関係がありました。
　また、有機栽培年数が同じでも土壌中可給態窒素
に高低差があることがわかりました（図２）。

　同法人の栽培記録から、有機質資材等の施用量を
整理し土壌中可給態窒素との関係を調査しました。
　その結果、可給態窒素水準の高い圃場の１年当り
施肥窒素量は概ね 50㎏／ 10 ａ以上であり、同時に
CN比の高い有機質資材の施用割合が高いことを明
らかにしました（表１）。
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図１　土壌中可給態窒素（左）・可給態リン酸（右）と
コマツナの収量（現地有機農場法人圃場）

図２　積算施肥窒素量と土壌中可給態窒素

※現地有機農業法人の栽培記録から抜粋

表１　土壌中可給態窒素の高低と積算施肥窒素量
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　本県では、「食の安全と持続可能な生産対策」の一環として、有機農業の普及・拡大を目指しています。
そこで、有機農業における土づくりの効果を科学的に解明し、収量と品質の向上を図るため施設コマツナ
において収量が安定する土壌条件を明らかにしました。
　本成果では、その結果を踏まえて土壌中可給態窒素及び可給態リン酸について生産が安定する改善基準
を提示します。


